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す
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段
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交
戰
國
政
府
が
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戰
霊
行
に
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す
る
物
資
及
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勞
務
を
獲
得
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る
媒
介
手
段
と
し
て
の
戰
举
資
金
を
、
租
税
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他
の
手
段
に
よ
る
よ
り
も
急
速
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し
得
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債
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時
財
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速
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し
め
る
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。
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四
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が
及
ば
な
い
と
す
れ
ば
、
物
資
供
給
不
足
と
萁
ふ
物
價
騰
貴
.の
原
因
が
作
'ら
れ
る
。
其
故
に
物
價
騰
貴
‘を
避
け
や
ぅ
士
す
れ
ば
、
.軍
請 

し
.
-
.
民
！B
ゥ
總
量
が
、
.國
朽
坐
產
カ
の
最
大
限
度
を
超
え
る
こ
.と
を
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
.
そ
れ
に
は
軍
需
^̂
產

カ

の

讀

と

ま

た 

間
捧
に
.軍
需
資
材
獲
得
に
役
立
つ
®
產
ヵ
§

張
を
圆
る
と
と
も
に
、
戰
篇
行
果
必
愛
は
不
餘
と
認
め
ら
れ
る
民
需
に
對
し
て 

は
制
浪
を
加
へ
ね
.ば
な
ら
な
い
。
か
、
る
經
濟
統
制
は
、
物
資
に
關
す
名
諸
條
件
と
、
'通
貨
に
關
す
る
諸
條
件
と
に
對
.L
て
加
へ
ら
れ 

|3
.ば
な
ら
な
い
0
’粗
稅
は
|
應
は
通
貨
に
關
す
る
條
件
の
1
つ
で
あ
る
。

,
:
公
債
を
財
菔
と
し
て
國
內
市
場
に
支
出
さ
れ
た
戰
举
資
金
を
、
軍
需
品
坐
産
の
事
業
部
門
に
流
人
せ
し
め
て
、
そ
の
坐
產
カ
擴
大
を 

.
國
名
と
と
も
に
、
ま
た
馨
遂
行

Q
E

的
に
と
つ
て.
不
急
不
要
な
る_

龜
め
ら
れ
る
部
門
流
入
す
る
螯
攀
し
、そ
 

:

の
事
業
部
門
か
ら
の
需
要
を
抑
制
し
、
.資
金
を
自
か
ら
公
債
投
資
に
還
流
せ
し
め
る
こ
と
を
圖
る
の
が
資
金
銃
制
の
目
的
で

あ
る
。
斯 

く
の
如
ぐ
し
^

公
賡
：の
寶
出
忙
ょ
つ
て
資
金
を
闾
收
す
る
こ
と
は
、

.
公
債
發
行
に.ょ
る
通
貨
造
出
の
結
拋
を
抑
へ
る
こ
と
で
あ
る
。 

'

▲

に
對
し
て
租
稅̂

策
0

任
務
は
>

增
稅
收
入
に.ょ
つ
て
公
債
發
行
必
要
額
を
減
少
せ
し
め
て
通
貨
造
出
の
原
因
を
抑
へ
、
且
つ
檢 

谠
は
國
民
の
購
買
力
の
：一
部
を
徵
收
も
て
物
價
騰
貴
の
通
貨
側
の
原
因
を
抑
へ
る
一
つ
の
手
段
と
な
る
こ
と
で
あ
る

9 

.

私
は̂

時
祖
税
&

策
に
つ
い
.て
、：
こ
の「

通
貨
造
出
の
原
因」
を
抑
.
へ”
る
作
用
と
、
公
債
の
寶
出
に
ょ
つ
て
民
間
の
資
金
を
囘
收
す
る 

「

通
貨
造
^

の
結

果

」

を
抑

：

へ
る
作
用
と
を
混
同
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
强
調
す
る
。
中
炎
銀
行
引
受
に
ょ
る
公
債
發
行
を
通
じ
て

造
；；； 1 

さ
れ
た
通
貨
は
*
政
府
資
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
後
に
、
金
融
機
關
の
手
に
於
て
■公
債
投
資
に
向
ふ
資
金
と
な
る
ま
で
に
は何
囘
か
囘 

轉
し
、
そ0
间
_

每
に
物
資
或
は
勞
務
に
對
す
る
需
要
を
現
は
す
。
そ
0 -
何
囘
か
囘
轉
し
た
る
後
の
通
貨
を
公
債
賣
出
し
に
ょ
っ
て
间

收
す
る
の
と
、
增
稅
收
人
に
よ
っ
て
公
債
發
行
額
を
沙
な
く
し
て
通
貨
造
出
の
程
度
を
減
少
せ
し
め
、
何
囘
か
囘
轉
す
べ
き
替
の
通
貨 

が
造
出
さ
れ
る
原
因
を
止
め
る
の
と
は
、
通
貨
側
か
ら
物
價
騰
貴
を
抑
跡
ず
る
作
用
.'に
相
異
あ
る
，ご
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
公
債 

發
行
に
よ
づ
て
造
出
基
れ
た
通
貨
が
、
公
債
鸷
却
に
"よ
.っ
•て
中
央
銀
行
に
囘
收
さ
れ
る
.ま
で
CD
'
.囘
轉
度
數
と
、
其
度
每
に
現
は
す
物
資 

及
び
勞
務
に
對
す
る
需
要
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、.
そ
.の
通
貨
造
出
を
原
因
に
於
て
抑
制
す
る
租
税
政
策
の
作
用
が
、
從
來
の
戰
時 

財
政
論
に
於
て
過
少
評
價
さ
れ
弋
届
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

. 

.
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V

同
時
に
、
.增
税
に
よ
っ
て
國
民
の
購
買
力
の
一
部
を
强
制
徵
收
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
興
租
税
を
負
擔
す
る
社
#
部
分
に
消
費
節
約 

を
强
要
す
る
一
.の
乎
段
と
な
し
得
る
9
殊
に
社
會
の
或
部
分
の
人
々
に
對
1>
て
消
費
節
約
を
强
要
す
る
の
方
法
と
し
て
は
、
典
人々

.

に 

對
す
る
增
税
に
よ
る
こ
と
が
一
の
有
效
な
る
手
段
で
あ
る
。

:

.
•

.■戰
費(

.揀

.算
に
現
は
.
.れ
.る
«
幣
的
戰
，費〕

の
.ぅ
ち
、
公
債
收
入
を
財
源
ど
す
る
部
分
は
そ
の
戰
費
負
檐
の
分
配
が
其
時
に
は
決
定
さ
X 

な
い
で
、
>將
來
の
問
題
^

^
各
れ
る
o 

.
反
之
、
租
税
收
人
を
財
源
と
す
る
戰
费Q

部
分
に
0 5

 H

は
、tv.Q

租
税
を
何
人
が
負
擔
す
ふ 

か
，に
i
っ
て
、
其
時
に
國
民
の
間
に
戰
費
負
擔
の
分
配
が
決
定
さ
れ
を
？
戰
時
掏
1

は
そ
の
限
り
.に
.戰
費
負
擔
の
分
配
を
新
に
決
萣
す 

る
.こ
汔
芰
も
の
と
し
て
、
そQ

方
罃
決
奢
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な5

。

そ€
1
?

税
方
法
5

っ
て
は
—

Q

麗
制
度
を
通 

ず
^
戰
費
負
檐
の
分
配
が
、
更
に
ー
蜃
に
不
公
平
と
も
な
り
、
或
は
ま
た
旣
存
の
租
税
制
度
を
通
ず
る
戰
費
負
檐
の
分
配
狀
態
を
楚
IE 

す
：る
I

も
出
來
る
め
で
あらぅ。

看

旣

得

o
租
税
制
度
が
戰
費
負
擔
の
分
配
を
決
.定
す
f

不
備
な
る
も
の
あ
り
ふ

す
れ
ば
、
そ
 

れ
を
是
正
す
る
た
め
の
租
税
政
策
を
速
か
に
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
るo

載
時
挺
税
政
策
の
諸
.間
題 

s 

0
1

九U
D



辕
時
租
棘
政
策
の
諸
問
題 

六

(

ニ
九
S

丨
戰
時
財
政
骱
畫
を
運
用
す
る
に
;.
い
か
尨
名
部
分
ま
で
公
債
收
入
を
財
源
と
し
、
.
' 
ま
た
い
か
な
る
部
分
ま
で
租
稅
收
入
に
よ
る
ベ
き

 ̂
M

-

:■
:
*.

. 

W
,
:
,

'•
■. 

.'パ
：

'

從
來
、
戰
時
財
政
の
財
源
は
一
一
分
ノ
ー
は
祖
税
に
よ
る
べ
し
と
'
.沄
ひ
、
.或
は
三
分
ノ
ー
：を
適
當
な
り
と
一K

ふ
說
を
な
す
も
0
が
あ
っ 

て
も
現
實
の
財
政
計
鐵
の
遝
用
に
對
し
て
何
等
の
甚
準
を
示
.ず
，こ
.と
に
な
ら
な
；い
_。
例
べ
ば
世
界
大
戰
の
#
國
のg

^

財
政
に
於
.て
、 

祖
税
を
財
源
と
し
た
る
部
分
は
英
國
に
於
て
.は
戰
費
の
ニ
0

%
に
當
り
、
.ド
ィ
ツ
に
.っ
い
て
は
六
^
に
す
ぎ
ず
、
フ
.ラ
ン
ス
の
.戰
費
ii 

租
税
收
人
に
.よ
っ
て
.支
辨
さ
れ
た
る
部
分
な
し
と
云
ふ
如
き
^

_
の
.先
例
も
死
双
を
.の
日
本
の
戰
吣
»

政
運
用
を
確
保
す
；る
た
め
に
、 

現
實
の
租
税
政
策
を
決
定
す
る
に
足
る
銮
準
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
租
税
政
策
を
し
て
目
的
に
合
致
せ
る
手
段
た
ら
し
め 

る
な
の
は
*
日
本
財
政Q

現
實
の
.條
件
で
あ
る
。
即
ち
公
債
政
策
の
補
充
手
段
と
'しP

の
任
務
を
要
求
す
る
現
實
の
事
態
が
い
か
に
存 

在
す
み
か
の
判
斷
に
よ
っ
て
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
態
を
異
に
す
る
外
國Q

財
政
政
策
の
先
例
、
又
は
外
國
の
財
政
學
者
が
其
國 

の
戰
時
財
政
に
.っ
い
て
述
べ
た
所
論
を
、
經
驗
と
し
て
參
考
す
ベ
き
價
値
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
、
の
形
態
に
於
て
日 

本
の
租
税
政
策
決
定
ひ
蕺
準
と
な
す
こ
と
は
也
來
荩
い
の
で
あ
る
。

:'
.

::
,

■
若
し
極
め
て
短
期
間
の
戰
爭
遂
行
の
た
め
の
財
政
計
靈
な
ら
ば
、
租
税
政
策
の
任
務
を
遂
行
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
場
合
も
あ 

る
。
‘吏
に
財
政
計
蕺
の
決
定
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
.戰
時
狀
態
の
繼
續
抓
間
を
い
.か
に
推
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、公
債
を
財
源
と
す
べ
き 

部
分
と
租
税
を
財
源
と
す
べ
き
部
分
の
割
合
は
變
化
す
る
で
あ
ら
う
。
若
し
戰
荦
財
政
計
畫
の
規
模
が
急
速
に
擴
大
す
る
か
否
か
に
よ

つ
そ
も
、
.
.租

,|
9;
政
策
.の
住
^
遂
.行
を
必
'要

';
<
&す
る
こ
:£
.に
遲
速
：が
4 >
る
0'
ま
た
財
政
許
畫
の
規
模
に
、、よ
^

 

内

經

濟

カ

，
の
：最

大

限

度

杧

键

す

る

.か
■否
か
に
，よ
つ
て
も
> 
租
税
政
策
を
：必
.要
^

す
る
程
度
を
異
に
す
る
の
で
あ
'?
o
:o
公
債
發
行
に
よ
る 

"通

貨

膨

脹

を

抑

制

す
.る
他
の
强
カ
有
效
な
る
手
段
が
行
は
れ
て
居
れ
ば
、
そ
'の
ー
，
の
.手
段
た
名
祖
税
政
策
を
必
要
と
す
る
程
度
が
.少
な 

く
.な
る
。
^

た
租
税
制
度
が
旣
.に
戰
前
か
ら
.戰

爭

財

政

；運
.，用

に.役

立
'つ

や

ぅ

に

軟

備

さ

れ

.て

居

る

場

合

及

び

そ

れ

を

通

じ

て

戰

^
貞
^# 

:
p分
®

を

決

定

す

へ

る

に

適

當

な

名

場

合

に

は

、

戰

.時

^
.な
づ
て
後
に
新
に
租
税
政
策
を
利
用
す
べ
き
必
要
は
少
な
く
な
る
。

W
 

.

&

^

:
の

如

ぐ

;!
>

:
表

時

財

政

^

於

‘て

.焯

>
.
.す

べ

：
て

怒

債

.と

租

税

と

を

財

源

占

す

名

部

分

は

ニ

分

ノ

一

 

或

は

.三

分

ノ

十

と

す

：べ

し

と

1
35
:

ふ
 

が

如

き

割

^

的

比

寧

な

.る

も

^

の

.あ

岑

べ

き

普

が
.な

.い

，:0

.戰

時

射

政

，
の
.運

用

：を

確

保

す

る

た

め

忙

、
.
：そ

の

交

戰

國

の

財

政

經

濟

の

.現

實

 

0

事

態

：
に

即

し

，
て

：、

租

税

政

笨

の

任

務

奄

有
.软

^

遂

行

せ

し

め

へ

な

：け

れ

：ば

.

.從

來r

.

.戰
時
財
政
.に
於
け
：る
：增
税
.
.の.
.规
模
.は
け
.
戰

時

公

，債

利

拂

額

.
の

■

*
を

以

て.足

り

、

そ

れ

に

よ

つ

：て

財

政

，
の
_

礎

を

辇

固

な

ら
 

'
.
Uめ

：、

財

：麗

用

を
.確

保

す

る

こi

が

出

響

と
■

解

釋

が
.行

は

れ

連

る

。

.私

は

極

め

て

多

く

^
は

れ

て.焐
I

‘の
.
解

釋

を

讓

•で
あ
 

f

.
思

冷

；泰

，
：ジ
.

.

.

-
一
 

，
こ
：；

.

.

.

す 

' 
.

載

時

增

税

に

；
よ

め

て

：假

令

，
，
戰

時

公

債

剃

狒

镏

の

程

度

'に
_

:«
>
增
收
^

圖
り
、
_
政
府
.の
財
政
收
交
は
.均
衡
を
保
つ
■

が
出
來
た 

.
:
'
と

^
,て
.
遷

、
：
戰

帶

需

要

の

靖

'

加
に
'
_よ
.つ
.て
民
需
と
合
せ
た
る
爾
要
總
量
が
、
國
內
生
產
カ
の
最
大
限
度
を
超
ゆ
るなら

ば
、
物
價
騰
貴 

M

p
^<
?
;
.般
物
«!
の
.繼
續
的
騰
貴
が
獴
測
'さ
れ
'る
と
と
に
•な
れ
：ば
：
確
’定

債

權

た

る

，
公

債

'

へ
の
授
資
は
嫌
厭
さ
.れ

、
，
ま

た

旣

に

公

.債
 

を

所

有

ず

る

，者

も

公

債

を

賣

り

急

;e
e
'i
:
'に
な
.ス

：中
央
銀
行
が
前
に
造
^
 ̂

つ
て
.同
收
す
る 

琛
時
餌
税
政
策
の
睹
間
題 

.

.
，
、 

.
七
0
1
九
3£
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載
時
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策
の
霞
題 

八

,
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ぐ
.と
が
出
來
な
.く
.な
今
、
'2
;

、
に
公
.僙
政
策
の
通
用
に
支
障
を
生
ず
る
0
:
:«:

し
そ
公
霸
拂
額
程
度
の
增
稅
の
み
に
ょ
,0
,
て

、
.
.
戰

時

財 

«
の
運
用
を
鑛
セ
.：
財

政

：
の
»
礎
^
鞏

固

な.ら
し
め
る
こ
.と
.は
出
來
な
^
の
.で
あ
‘る
。>
.其
故
に
3

度
；

Q
.

飧
f

圖
る
と̂

及
任
務
占
す
る
も
の
泠
は
な
い
。
，：  

.,

 

V

: 
‘

ハ

：.
-

,

:
べ

'

‘

へ
：
：： 

戰
時
財
政
め
蓮
用
に
氣
て
公
債
政
饿
糸
姐
税
政
策
も
、''
;
,そ
.の
國
民
經
濟
ヵ
を
最
大
限
度
に
ま
龙
最
も
圆
猾
辑
效
.に
戰
爭
遂
衍
篇
：用 

す
る
か
に
*
•

つ.
，

て
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
軍
に
政
府
の
收
吏
の
均
衡
を
圖
る
こ
.

と
の
み
に
ょ
つ
て
そ
の
政
策
を
決
定
す
べ
き
で
は 

な
い
> 
公
債
'政
：策
も
租
.稅
政
策
も
收
人
調
達
の
#
段
た
.る
士
七
も
.に
>
.
,
更
に
國
民
經
濟
ガ
利
用
の
^

ら
な
.：い
：プ

金

體

戰
#
の
.財
政
^
於
て
、へ
從
來
の
通
說
の
如
く
財
政
'は
货
幣
：の
收
入
*支
出
蚤
现
の
過
程
ょ
り
成
る
政
府
の
箇
別
經
濟

 ̂

あ
る
七
表
^

*
釋
が
*
最̂
も
童
天
な
る
誤
謬
を
：現
は
オ
と
土
に
な
る
.>
§

の
'で
あ
る
0

V

:

戰
時
證
肇
の
決
定
に
於
け
る
條
仲
.と
し
て
丨
戰
時
に
於
け
’る
：國
民
め
鈕
税
負
籠
カ
の
問
題
が
あ
る
。
想

戰

時

畏

て

は

國 

民

税
負
婚
能
力
が
減
退
す
る
な
ら
嗔

.：戰
時
增
稅：
は
延
期
し
て
戰
後
に
行
ふ
べ
：.し
と
耷4

理
由
と
%

る
が
、
'若
し
租

税

負

檐能
力 

I

加
す
る
I

ば
、
.戰
時
S

を
躊

躇
^
べ

き

奮
|

ぃ

,:
°'“

3
パ;

0
 

.
:'
-

ズ

.

.

戰
爭
資
金
め
大
部
分
は
公
債
を
財
源
^
し
て
國
内
^
吏
棋
さ
れ
-
各
種
の
形
態
の〗

收
入
と
-̂
て
：.國

民

各

部

分

，
の

貨

幣

所

得

と

.な
石
。 

物
資
及
び
勞
務
に
對
す
る
戰
郇
需
要
0-
增
加
.に
.ょ

.-
>
.
.
て
、
.：平

時

に

：活

動

む

て

，
居

た

坐

產

ヵ

も

.、

.平
時
に
，：は
需
要
の
不
足
に
ょ
つ
て
休
止 

4
:て
.居

た

坐

產

カ

も

活

動

レ

、
...そ

れ：
ら，

の
：..事
業
に
從
事
.す
る
入
々
_の
貨
幣
所
得
は
增
加
す
る
0
,
^

た

物

資

需

要

の

；，
增

加

に

な
り

又
は
輸 

入
抑
制
に
よ
^

0

の
'商
.品
價
格
が
騰
貴
す
る
。
斯
.く
し
，'て
戰
時
に
は
税
源
と
，な
'る
ベ
老
貨
幣
所
得
と
財
產
價
椅
め
墙
加
に
ょ
つ
，て
、

社

會Q

或
部
分
の
租
^

^

能
力
は
1'
-應

增

加

す

る

；の

求

あ

-
る
'.

0
::
'
.
;
1
 

.

:7;
然
る
に
—*
方
..に.は
、，«
時
經
濟
統
制
の
.强
北
に
よ
り
.又

は

，戰

時|
|要
.の
«

仏
忙
，よ.つ
.て
事
業
を
縮
少
又
は
休
止
す
る
'o
己
む
な
き
に
‘ 

刹
る
事
業
部
門
.を

生

ず

る

。

こ
，
の
：部

分

に

於

て

.は
貨
.幣
所
得
及
び
財
摩
價
格
が
減
.少
し
、
：'租
稅
負
檐
能
ヵ
が
減
退
す
る
。
,

.

.

''

こ
の
姐
會
の
各
部
分
に
於
け
る
租
稅
負
擔
能
ヵ
の
變
化
を
、
'國
民
金
體
と
し
■て
の
租
稅
負
擔
能
力
の
增
減
と
し
て
は
、
私
は
次
の
如

-:
■
■
■
.
,
:戰

雜
:*
f

の
调
は
す
物
資
及
び
勞
務
め
需
要
の
墙
加
に

：

よ
..つ
て
、
'
稅
源
と
な
る
ベ
き
所
得
及

.び
，財
產
價
枱
に
於
て
ー
〇
の
增
加
を
坐 

じ
た
る
部
分
と
、
.所
得
及
び
財
產
價
|

に
：於
て
 

一0

の
減
少
を
生
じ
.食
る
部
分
と
が
あ
る
と
す
る
。
所
得
及
び
所
有
財
產
價
楮
の
拊
加 

に
つ
、れ
て
租
税
_

櫓
能
叻
は
祟
進f

名
增
洳
す
る
。
:I
J:ハ
故
に
所
得
及
び
財
產
價
格
が
一
〇
〇
よ
り
一
一
〇
に
增
加
し
た
る
社
#
部
分
に 

於
妙
る
孓
の
_
.
:
l
o
の
租
税
負
擔
能
力
は
、
.所
得
及
办
財
產
價
格
が
一
〇
〇
.よ
り
九
〇
に
減
退
し
た
名
社
會
部
分
に
於
け
る
こ
の
.一
〇
の 

現
嫂
す
租
税
負
檐
能
力
^
り
も
次
で
あ
る
0
_其
故
に
所
得
及
び
財
產
價
栉
に
等
額
の
增
減
あ
る
場
合
に
こ
0

兩
者
の
社
瀹
部
分
を
含
む 

國
减
佘
體
.必
し
て
.
の
_租
税
負
擔
能
カ
は
增
.加
す
る
；の
，

.で
あ
ゐ
。
加
ふ
：
る
.に
、
.戰
時
に
於
て
飞
平
時
に
此
較
し
て
そ
の
.所
得
及
び
所
有
財 

產
價
栉Q

:

不
變
な
為
社
#

部
分
が
あ
る
が
^
そ
れ
ら
の
入

>

が
戰
時
に
於
け
る
生
游Q

攒
張
とI

K

ふ
心
现
的
條
俾
.は
、
:*

時
：に
炎
け
石 

よ
W

も
多
ス
^

租
税
負
檐
に
應
じ
得
る
で
と
に
な
る
:̂
:
;
:
'
. 

:

.

.

/ /
.J

. 

: 

;■
?

戰
维
資
金
の
支
出
が
繼
續
す
る
に
つ
れ
て
、
所
得
及
び
財
產
價
格
の
增
加
す
る
社
#

部
分
の
租
税
負
婚
能
ヵ
の
增
加
程
度
は
、
事
業 

の
休
止
又
は
縮
少
に
ぼ
：つ

.て
租
税
負
擔
能
カ
め
減
退
す
る
程
鹿
^

:-
0

も
，：
益
々
漯
進
す
^
.
:同
時
：
に
体
北
又
は
縮
沙
し
允
る
：禀
業
の
浊 

膦
時
租
税
政
策
の
賭
間
題 

‘九

'
C
1
1
.

九
七
，

)



软
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產
勿
が
1
_直
接
.叉
.は
間
接
に
栽
淨
遂
行
把
.役
立
：，;0
生

產

：
へ
，の

轉

換

が

行

は

れ

る

に

從

.て

ノ

其

事

業

部

門

，の

租

稅

負

檐

能

カ

は

.次

第

に

囘

斯
く
.心
て
所
得
及
び
脉
產
價
格
の
'增
減
あ
る
社
會
部
分
と
、
所
得
及
び
財
產
價
格
の
不
變
な
る
社
會
部
分
と
を
含
む
國
民
全
體
と
し 

セ

，の

祖

税

負

擒

能

力

は

1

應
は
增
加
す
る
の
で
あ
る
。
戰
举
資
金
の
國
h內
支
出
が
繼
續
的
.に
增
加
し
て
、遂
‘に
軍
需
と
民
需
の
總
量
が
、 

國
內
生
.產
力
の
最
大
限
度
を
超
え
且
つ
物
資
貯
藏
量
が
減
退
す
れ
ば
、，:1

般

物

價

騰

貴

に

導

く

が

、

戰

時

財

政

運

用

の

た

め

に

は

.
'
一
般 

物
價
の
騰
貴
め
抑
制
を
緊
要
.と
す
る
。
蒞
しr

般
物
債
.の
騰
貴
‘が
甚
し
き
に
到
る
.時
に
.は
*
國
民
大
部
分
に
つ
い
イ
税
源
と
な
る
貨
幣 

所

得

，の

名

目

的

蹲

;̂
が
、
'货
質
的
殚
加
を
伸
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
所
得
が
名
目
的
に
.は
it
加
し
て
も
.そ
の
所
得
の
親
は
す
購
買
力
の 

減
囁
に
ょ
ゆ
て
國
民
の
租
税
負
篇
カ
•は
減
退
す
る
。

'

し

か

；
る'に

增

观

は

，：ー

.般

物

價

纖

潰.を

抑

制

す

る

有

效

な

名

.一

.の

手

段
.，
で

，
あ

る

o
.

ま
た
.1.

般
物
價
騰
貴
が
抑
制
さ
れ
れ
：ば
、
國
民
の
租 

税
潰
檐
难
功
は
減
退
し
^

い
.

Q

で
あ
^

如
ら
、

こ
の
租
税
負
擔
能
ヵ
の
減
退
し
な
い
ぅ
ち
に
、
ま
'た
祖
税
負
擔
能
力
が
一
般
物
價
騰
貴 

，に
ょ
め
て
減
退
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
it
秘
す
べ
き
で
あ
る
。
國
民
經
濟
力
を
最
大
限
度
に
ま
で
活
動
さ
せ
、
そ
れ
を
最
も
有
效 

に
戰
命
遂
行
す
る
^

^
に
、
戰
時
财
雜
運
用
の
生
要
手
段
と
な
る
も
の
は
公
債
政
策
.で
あ
り
、
租
税
政
策
は
：そ
の
補
売
手
段
と
な
る
。 

但
し
補
充
手
段
た
：る
こ
.と
が
決
し
'て

效

果

:/
>

な
き
手
段
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
ヰ
の
.で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れQ

手
段
の
住
務
を
正
確
に 

識
別
し
そ
れ
.を
適
切
に
#

行
す
る
;&
味

，.に
ょ
つ
て
の
み
、

大
規
模
の
'戰

郇

財

政

5+
畫
の
運
用
が
可
能
と
な
る
の
.で
あ
る
。
戰
爭
財
政
評 

.畫
が
大
規
模
且
づ
丧
期
芯
苴
る
も
の
と
ず
れ
ば
公
債
政
策
運
用
办
規
模
も
擴
大
す
る
が
、
そ
れ
に
尉
し
て
租
税
政
策
の
運
用
を
必
要
と

ず
る
規
模
は
通
.

■

に
_

す
る
で
'
着

ぅ
0

:
經
濟
外
の
.耍
來
に
ょ
つ
て
：決
定
さ
れ
る#)
資
及
び
墓
に
對
す.る
戰
8

要
.
€
增
加
速 

被
は
、'
麗

經

濟

力

襲Q

增
顏
度
ょ
ゎ
も
速'
 

ま
た
軍
需
と
：
^

！i

s

量

が

そ

經

濟

ヵ

讓.
Q

最

大

近

づ

く

に

つ

れ
 

て
’

ま
^

そ
：，の.
最
大
服
度
を
超
過
す.る

，
こ

と

を

脚

制

.す
る
た
め
忙
、’財
政
計
■
運
用
ル
於
け
る
租
秘
政
策
の
飪
務
が
累
進
的
に
增
大
す

.

戰
持
租
税
政
策
.が
.次
第
.に
撒
大
す
る
そ
.の
任
務
を
遂
，行
す
名
た
め
に

は
.

®
ll
#

國
M

fi
f̂

に
於
け
る
税
興
所
得
及
び
M

_)

の

1#
成 

f
c對
應
し
て
決
宛
-̂
.
れ
，ね
ば
.^

ら
な
へ
い
o
. 

_戰
邵
資
金
の
支
出
及
び
經
濟
統
制
の
强
化
荽
第
に
戰
時
の
税
源
の
镏
成
を
變
化
せ
し
め
る 

が
、：租
税
政
策
も
ま
た
國
民
鳴
濟
ヵ
(/
)

戰
時
^

旧
を
促
進
す
‘る
.
一，
の
手
段
と
な
る

o
.

即
ち
、
戰
時
經
濟
編
戎
に
於
け
る
.税
源
の
構
成
を 

基
礎
4

す
る
收
入
調
達
め
手
敕
炎
る
0
.
,み

な

為

、
そ
の
贶
期
の
經
濟
編
成
に
導
く
た
め一

の
手
段
と
も
な
I

で
あ
るo

 

'

.

.

.
o

.

：

三

 

' 

■ 

.

”
租
税
.
§
0
住
.務

;5
:
要
求
す
る
現
實
.の
祺
態
.紙
>
> 現
在
の
日
本
財
政
に
つ
い
て
い
か
に
覌
は
れ
て
居
る
か
。

.

5

^
政
策
<?
>
目
的
捧
成
の
た
め
大
規
歡
の
戰
#
財
政
計
畫
を
遂
行
す
る
.に
は
、
國
民
經
濟
力
の
集
中
的
利
用
蚤
る
統
制
の
强
化
と 

な
つ
で

^
時
經
肩
亂
成
に
導
い
た
°
し
か
も
こ
の
經
濟
統
制
は
今
後
相
當
長
期
に
瓦
つ
て
續
け
ら
れ
. >

交
那
琪
變
の
目
的
達
成
か
ら 

.內
外
の
長
期
讓
9
作
の
遂
行
に
：一
實
し
て
通
ず
る
も
の
で
あ
つ
：て
、
こ
の
戰
時
經
濟
編
成
ゎ
.解
除
を
期
待
し
難
い
の
1?

ある

0

港し 

.

大S

裤
の
財
政
計
畫
の
，遂
行
の
た
め
に
は
、
戰
時
經
濟
編
成
を
解
除
し
得
ず
",
且

つ

そ

の

.戰

時

編

成

に

於

け

る

經

濟

力

の

擴

大

强

牝

を 

圖

ち

：ぬ

ば.な
名
な
い
と
す
れ
ば
：
税
源
を
な
す
べ
き
國
民
の
所
得
と
財
產
の
構
成
狀
態
も
變
化
す
る
0
そ
の
變
化
に
對
應
し
、
ま
た
そ 

鳞
時
粗
梃
政
策
の
賭
問
：趙 

r

i

0
1
丸
さ



雕
時
租
秣
政
策
の
：霞

填

 

ニ1

Q

o-
o-)

の
：所
期
の.：構
成
.に
導
く
べ
き
租
稅
政
策
が
採
ら
れ
、

'.そ
0
目
的
に
合
致
す
る.祖
税
制
度
が.設
立
：さ
れ
ね
ば
な
ら
匁
い
。
，
即
ち
积
税
政
_策

は
財
政
針
畫.
の
：
遂

行

：
を

確

保

す

る
に
M
る
^
:收
を
11
1

a

に
、
國
民
經
濟
ヵ
の
集
中
的
利
用
を
_
る〕

た
め
の
.戰
時
經
濟
編
成
私
對

應
.し
.て
租
税
制
度
の
集
中
的
盤
備
を
圖

.：

り
、
ま
た
、
所
要
の
種
類
の
生
產
ヵ
獷
充
を
促
進
し
‘ま
た
は
：少
く
と
.も
妨
碍
せ
ざ
る
こ
と
が
；要

求
さ
れ
て
居
ゐ
 

o
_
.
'
o
v
v
.
:
、
'
y 

. 

.

"

:
■,
' 
ノ 

.
'

• 

: 
:

■

■:

- 

•

.

戰
時
財
政
計
蕺.が
今
後
い.
か
な
る
规
模
を
以
て
長
期
に
苴0
て
繼
續
す
る
や-
否
の
.：推
定
は
、
，
租
税
政
策
決
定
の

.前
提
條
件
と
な
る
。

. 

日
本
の
.今
後
に
於
け
：る
財
政
計
筆
の.規
模
は
：、
_
中
央
政
府
の
政
治
費
及
び
戰
費
と
し
て
•

ニ
...般
會
計
及
び
支
、那
事
變
費
の
合
計
額
は
約 

西
億
则
内
外
に
達
す
る
も
の
と
想
宛
さ
れ
て
居
る
。
昭
和
十
四
年
度
一
般
會
計
本
豫
箅
歲
出
約
三
十
六
億
九
千
萬
圆
に
加
ふ
る
に
十
億 

圆
を
超
ゆ
る
追
加
鴇
算
が
豫
測
さ
れ
、
V
之
に
，支
那
事
變
費
と
し
て
の
，臨
時
軍
事
勝
別

#

訐
馊
蕃
A

し
て
五
十
億[M
l

以
上
の
要
艰
が
現
は 

れ
る
と
す
れ
ば
大
體
、W
億
圓
に
近
い
財
政
計
翦
と
な
る
。
今
後
•

大
規
模
の
戰
闘
が
終
了
す
れ
ば.戰
費
の
必
要
額
は
減
少
す
る
が
、 

占
領
地
域
に
於
け
石
，長
期
に
瓦

.る
大
部
隊
の
驻
其
費
及
び
今
後
年
为.の
：公
僙
費
其
他
義
務
費
の
ゆ㈣

ぁ
る
こ
み
を
考
逾
す
れ
ば
、
年
 々

の
百
億
圓
に
近
い
經
费
が
續
く
こ
と
は
、
長
期
財
政
訃
_

の
規
模
.と
し
て
そ
の
運
用
を
判
斷
す
る
大
體
の
目
.標
と
，.な
る
で
.ぁ
ら
ぅ
。
昭 

和
十
三
年
度
と
比
較
し
て
約
一
一
十
億
圓
の
急
激
な
る
經
费
の
增
加
と
な
る

* 

/

V'
:
.安
那
事
變
發
坐
前
に
於
て
所
要
の
生
•
產
ヵ
擴
充
が
實
現
さ
れ
ず
、
戰
時
狀
態
に
入
つ
：•て
後
に
こ
.
の
缺
揭
を
補
填
す
^

に
努
力
し
、
軍 

需
生
產
力
'は
過
去1

ヶ
苹
半
の
間
に
相
當
規
模
の
.擴
張
が
行
は
れ
.た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

•*

た

襄

の

绝

產

ヵ

の

戰

時

⑩

成
は
ほ

 ヾ

完
了
に
.近
.い
が
、
.今
後
の
生
産
力
擴
張
の
速
度
に
比
し
て
物
資
及
斧
務
に
.對
す
る
戰
爭
！I

要
を
.現
は
す
：經
費
梢
加
の
速
度
：の
方
が
早
い

'

と
推
定
さ
，れ
る
。
.

軍
需
.と
民
需
：の
總
量
.
の
增
加
が
國
杓
生
.產
力
.の
擴
張
の
速
度
及
び
現
在
却
能
が
る
最
大
限
度
を
旣
.に
超
過
す
る
と
と 

も
に
物
資
貯
藏
量
も
減
退
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
o

b

i1
に
於
で
急
激
•に
膨
脹
す
る
戰
時
財
政
の
運
用
に
於
て
租
税
政
策
に
ょ
る
通
貨 

造
出
の
抑
制
と
民
需
の
抑
制
の
效
果
に
俟
つ
べ
き
と
こ
ろ
が
一
層
增
大
し
つ
\

あ
る
。 

.

.

.

.

へ

.

〔

增
税
以
外
の
方
法
にょ
つ.
て
物
債
騰
貴
の
通
貨«

の
原
因
を
抑
制
す
.る强
力
な
る
作
用̂

持
つ
：方
法
が
若
し

あ
り
と
す
れ
ば
、
租
税 

政
策
の
效
果
を
要
求
す
る
程
度
が
少
な
く
な
る
。
然
る
に
資
金
調
整
法
を
前
提
と
ず
る
民
間
の
.公
債
消
化
狀
態
は
好
調
を
續
け
て
は
居 

各
が
、
昨
年
上
半
期
に
^
し
て
下
半
期
に
は
幾
分
變
化
を
示
し
て
居
る
。其
結
果
は
.
昭
和
十
三̂

一
月
及
び
一
一
月中
旬
の
日
銀
の
公
愦 

所
有
高
と
本
年1

片
中
旬
及
び一

一
月
中
旬
の所
有
高
と
を
比
較
：し
て
、

：

そ
れ
ぞ
れ
約
六
億
六
.千
萬
圆
及
約
五
億
圓
近
き

增.
加
を
沄
し 

た
。
こ•
の
县
公
債
手
持
高
の
增
加
は
過
去
の
財
政
運
用
の
吏
障
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
-
今
後
財
政
訏
割
の
規
横
の
獷
大 

に
つ
れ
て
公
债
發
行
額
の
增
加
す
べ.き
場
合
に
、.
そ
の
財
政
運
用
に.支
障
な
.か
ら
し
め.
る
た
め
に
は
當
然
考
慮
す
ぺ
き
條
件
で
'あ
る
。

.昭
和
十
四
部
度
-¥
般
會
計
豫
箅
に
於
け
る
租
税
收
入
に
屬
す
.る
も
.の
は
、；，經
常
稅
收
人
.と
.し
'て
十
七
億
.四
千
百
八
十
餘
萬
圓
>.臨
時 

利
得
稅
其
他
め
臨
時
税
收
入
約
三
億一

.一
千
八
百
萬
圆
、
煙
草
税
の
性
質
を
持
つ
尊«
畠
金
約
戈
億
四
千
萬
圆.
，.印
紙
收
入
約
九
千
萬
圓 

等
と
合
計
し
て
，
：約
.ニ
十
四
億
圖
で
あ
る
o
.公
債
金
收
人
は
八
億
九
百
餘
萬
圓
で
あ
る
。
之
に
加
ふ
る
にI

般
會
nf
追
加
豫
箅
の
.殆
ど 

全
部
は
公
債
を
財
源
_と
す
べ
.く
^
ま
た
臨
時
軍
事
費
特
別
會
計
約
五
：十
億
胤
內
外
の
經
費
に
對
し
て
.
'約
ニ
億
圆
の
增
税
が
提
案
.さ
れ 

で
：居
る
ほ
か
は
、：.殆
ど
全
部
が
公
債
を
財
源
.ど
す
る
.;°
'斯
く
し
て
約
西
億
圆
：に
近
い
戰
時
財
政
計
畫
の
主
要
財
源
と
し
て
、
租
稅
收
入 

約
.エ
士
ハ
億
_
と
な
认
>
.公
債
を
財
源
と
す
べ
き
も
の
は
約
六
十
五
億
圓
を
超
ぇ
る
で
あ
ぢ
乃
？

'
.
,

載
時
租
税
政
策
の
縣
J

 

i

s

o
一)



if

時

科

税

政

雉

の

睹

間

思

- 

t

»

Q5

5

:
.
¥後
こ
の
：公
債
發
行
に
っ
.い
.
て
公
債
政
策
の
運
荊
に
<>

き
從
來
の
方
法
に
若
于
の
變
更
が
加
'.へ
ら
る
べ
き
こ
と
は
充
分
に
豫
想
さ
れ 

得
る
こ
と
で
あ
.る
が
*
し
が
し
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
補
充
手
段
た
る
粗
税
政
策
の
任
務
を
無
用
な
ら
し
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
.
い
。 

.
パ
約
百
億
|§
]

に
近
い
長
期
財
政
社
畫
の
運
用
を
確
保
ず
る
た
め
に
？
ま
た
旣
に
國
內
坐
產
'カ
蟥
張
の
速
度
及
び
現
注
可
能
な
り
士
認
め 

ら
れ
る
最
大
限
.度
を
超
過
せ
む
と
す
る
に
對
b

、：且
っ
公
債
消
化
狀
態
に
幾
分
變
化
の
微
候
あ
り
と
す
れ
ば
、
公
債
發
行
に
よ
.る
通
貨 

造
出
の
抑
制
と
消
費
節
約
を
强
耍
す
る
手
段
と
し
て
.、
增
税
を
.必
要
と
す
る
規
模
は
從
來
よ
り
も
累
進
的
に
增
大
し
て
居
る
0 

.今
^

^
 

西
億
_

に
近
い
莪
期
財
政
計
畫
に
對
應
じ
て
、：
租
税
收
入
を
財
源
と
す
る
部
分
を
約
四
十
.五
億
圓
程
度
に
.ま
で
擴
張
す
べ
.き
で
あ
る
と 

私
は
推
定
す
る
o
:本
^
-度
の
.粗
稅
收
入
約一

1
十
六
：億
_

に
今
後
の
：經
費
支
.出
の
增
加
に
よ
る
自
然
增
收
を
加
へ
た
る
も
の
の
ほ
か
‘、約
十 

五
億
!1
|

程
|

增
税
を
必
要
と
す
る
と
判
究
す
る
の
で
あ
る
0
.約
百
億
圓
に
近
き
畏
期
財
政
訃
畫
の
.運
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、
.約
十 

.五
億
圆
の
增
税
を
許
遨
し

1
1囘
に
分
割
し
て
實
行
に
移
じ
、
そ
，の

.第
一
囘
は
本
苹
度
中
.ぃ
に
筘
手
し
て
.昭
和
十
五
尔
度
末
ま
で
に
實
現
し
、
 

昭
和
十
六
部
度
よ
0'
.
:平
餡
度
四
十
五
億
|1
|

の
租
税
收
入
を
擧
げ
る
必
要
に
廹
ら
れ
て
.ゐ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
0

斯
く
し
て
長
期
財
政
訐 

爾
の
.
.平
¥

度
昶
税
收
入
約
四
屮
五
億
圆
に
對
し
左
.
.公
債
收
入
約
四
十
五
億
_

內
外
と
し
、
：其
他
の
.收
人
に
於
て
.新
に
鐵
道
事
業
益
金 

の
：.一
部
繰
^

^

行
ひ
*

ま
た
通
信
事
業
典
他
特
別
會
計
よ
.り
の
繰
入
增
加
に
よ
つ
，
て
.約

+:

億
|1
1

の
財
源
を
來
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

,

斯
く
の
.勿
き
財
源
の_

成
に
.よ
っ
て
、
：
長
期
財
政
評
鼙
の
遝
用
を
確
保
ず
る
こ
：と
が
出
來
や
ぅ
と
思
ふ

0

ま
た
其
間
に
軍
需
と
民
需 

と
を
充
.た
ず
物
資
坐
產
カ
の
擴
張
に
す
べ
で
の
努
カ
を
盡
さ
ね
ば
な
ら
な
い

0
;
.
.
,
'
ド
'

-

私
ゆ
增
稅
に
よ
つ
て>

.

通
貨
造
川
の
，原
因
が
抑
制
され、

#

せ
て
尻
需
の̂.
»|
]

と
な
る
效
果.か
ら
判
斷
し©

+

五
億
圓
の
增
税
に
よ

り
蠢
收
人
四
十
五
億
繼
度
と
す
れ
ば
、
百
篇
內
外
の
長
期
財
政
許
畫
の
運
用
を
確
'保
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
 

こ
0
程
度
0.
增
稅
の
#
要
を
國
民
に
諒
解
せ
し
め
る
に
ば
、
‘
&本
財
政
經
濟
の
.現
實
の
事
態
1
充
分
に
理
解
せ
し
.め
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
で
：あ
ら
.ぅ
0
:そ
れ
は
政
府
が
國
民
を
指
導
す
な
能
カ
と
國
民
の
'信
賴
及
び
協
カ
と
.に
.ょ
つ
て
の
み
實
現
さ
れ
得
る
.こ
と
で
あ
る
.。 

リ
こ
0.
十
五
億
圓
程
度
の
增
税
を
ー
ー
囘
に
分
割
し
て
實
行
す
べ
き
具
體
的
計
劃
を
詳
述
す
る
こ
と
は
赞
の
響
に
讓
是
い
が
、
そ 

の
增
税
を
實
現
す
べ
き
大
綱
は
多
く
變
化
0;
あ
；る
べ
き
，箸
が
故
^
と
思
ふ
®
.
:
'
.
.

.

.斯
る
大
規
模
の
靖
税
は
現
行
霧
制
度
の
部
分
的
修
取
に
ょ
-P
,
て
實
行
し
得
ら
れ
る
普
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
國
税
制
度
ー
の
稗
編 

成
を
必
要
と
す
る9

現
行
租
税
制
度
に
.於
て
基
本
税
と
さ
れ
.て
.居
る
所
得
税
制
度
は
各
種
の
收
益
課
税
と
と
も
に
再
_
成
す
る
必
要
に 

迪
ら
れ
る
で
.あ
ら
ぅ
。
所
得
稅
と
收
益
課
税
と
を
併
せ
.て
、
英
國
ひ
所
得
.稅
制
度
に
類
す
る
鞲
成
に
移
す
こ
と
が
、
租
税
收
入
の
增
加 

を
：圖
り
*
'且
つ
或
糧
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
其
年
度
の
祖
税
負
擔
能
力
に
應
ず
る
課
税
を
行
ふ
結
果
と
も
.な
る
で
あ
ら
ぅO

ま
た
臨
時 

.
利
得
税
を
戰
時
利
得
视
と
1>
;

て
累
進
課
税
と
な
じ
フ
不
勞
財
迤
取
得
と
し
七
相
續
税
茫
重
課
し
、；；
ー
般
財
產
税
に
ょ
る
享
樂
財
產
所
有 

に
對
す
を
課
稅
ノ
'現
行
消
費
稅
の
ぼ

.か

豉

..一
般
恥
引
稅
の
新
設

^.
行
ふ
こ
と
等
を
中
心
と
し
て
”
現
行
税
制
の
構
成
に
根
本
的
改
革
を 

加
ふ
リ
べ̂
で
.あ
ら
ぅ？

.
:
:
.
:
.
. 

'

'
y

卜
.

k
.
、
.

.

ぐ
.

‘

.

之
、
昭
和
十
瓦
年
度
を
期
し
.て
.中
央
地
方
を
通
ず
る
1
般
的
税
制
改
芷
を
實
行
す
る
と
一
衣
ふ
0.
そ
の
大
體
の
傾
向
と
し
て
嘗
て
廣 

田
內
開
雾
場
•
潮
の
地
方
税
制
改
革
案
に
於
け
る
如
く
，
地
方
税
0:
:ぅ
：ち
戶
數
割
、
.
.市
町
村
所
得
税
附
加
税
、
家
屋
税
翁
し
、
雜
：
 

種
税
.：#;
業
#'
、
.：特

別

地

晚>.各
種
收
益
說
附
加
税
の
輕
減
を
行
ひ
、
.そ
のg

力
税
の
■

-!
!
;又
は
輕
減
に「

ょ
を
地
方
財
政
の
.歲
人
缺
陷 

驗
時
私
殺
政
策
の
諸
問
題
’ 
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六
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ば
4
«:
&

國
^

^

<

^胁
源
と
ず
る
交
付
金
を
以
て
補
塡
さ
れ
な
^

と
と
し
た
<?
^

の
交
付
金
0:

脉
源
ぼ
，
所
得
裨
の
|

部
^
資
本
利 

風
，
■

税
營
樂
收
益
税
等
で
あ

っ
て
}

主
と
レ
て
收
益
課
税
收
入§ :
;
地
方
財
政
ま#
金
め
財
源
と
じ
だ
。
.地
方
税

0
約 

半
だ
近
い
铘
分
攸
國
税
撇
度
ね
吸
粑
ぎ
れ
'

生
と
し
.て
國
税
收
銳
詉
税
を
蕋
礎
.と
す
る
交
付
金
に
ょ
つ
て
地
方
脉
政
の
强
化
と
地
方
稅 

<D

負
撥
の
輕
減
均
衡
を
圖
つ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
中
央
地
方
を
通
ず
る
税
制
改
革
に
も
大
體
は
こ
の
方
針
に
從
ひ
、
國
税
と
地
方
秕 

ど
の
集
中
时
罄
備
お
圖
#

も
の
と
思
は
れ
る
〒
斯
ぐ
し
.て
國
税
に
於
け
る
所
得
税
制
度
の
洱
編
成
と
、
中
央
地
龙
を
通
ず
右
秘
制
改
革 

:
の
爾
者
を
通
P

て
>
_國
.税
制
度
ゎ
於
げ
が
收
益
課
稅
は
次
徵
に
1

要
性
茫
增
ず
ど
と
も
に
、
地
方
財
政
交
付
金
財
源
と
し
；て
特
殊
の
地 

.
位
.を
占
め
る
こ
と
に
な
る
 
o.
v
:'
':.

、
'
.

'

:
•

.

 
- 

^

_

...

今
後
の
大
規
模
な
る
國
家
財
政
計
割
の
蓮
用
を
確
保
す
る
た
，め
に
租
稅
政
策
の
果
斷
な
る
處
置
を
緊
要
と
す
る
事
態
が
迫
り
つ
.つ
あ 

.る
と
と

も

に
、中
央
•地
方
を
通
ず
る
税
制
改
革
.に
ょ
つ
て
税
制
の»
#
的
整
備
を
圖.
る
こ
と
は
、
い
づ
れ
も事
變
肖
g

(D
達
成
及
，び
そ 

れ
と
併
行
す
る
內
外
の
建
設
エ
怍
を
進
め
る
た
め
に
、
國
民
經
濟
力
の
最
も
有
效
な
る
集
中
的
利
用
と
そ
の
⑩
“
櫥
大
を
^
吧
し
、
或 

は
少
ぐ
と
も
と
れ
を
妨
げ
ざ
る
こ
と
を
茚
的
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ド
然
ら
ざ
れ
ば
、
國
家
政
策
の
目
的
に
合
致
す
る
租
税
政
策
と
な
り 

得
な
い
か
ら
で
あ
る
.0
-
■■
'

:

'.
'.:、
；
：

戰
時
祖
税
政
策'
に
つ
き
來
が
滿
足
す
べ
き
說
明
を
與
べ
.ら
れ
た
る
こ
と
な
き
を
遺
憾
と
し
,
且
つ
日
本
財
政
の
現
實
の
事
態
は
果
斷

な
.る
粗
税
政
策
の
運
用
を
要
求
し
つ
つ
あ
る
に
鑑
み
、
戰
時
租
税
政
策
の
意
義
の
芷
し
く
理
解
さ
れ
る
.こ
と
の
緊
要
な
.る
を
切
言
す
る

も
.«>

で
ぁ
る
0 

.

'

'

-

'

.
 

へ
.

..
:
' 

:
.
.
ツ
.

.

. 
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'
:■
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本
多
利
明
は
德
川
時
代
經
濟
悬
史
^

特

異

：
の
：
地

位

を

1
1
1む
る
者
で.あ
る
0

彼
は
延
享
ー
兀
年

(

一.七
四
四)

越
後
に
坐
ま
れ
、
.
文
政
四 

部(

.
一
八“
.一.
.一' )

七
十
八
歳
を
以
つ
て
京
都
に
お
'ゐ
て
そ
0

生
涯
を
終
.つ
た
9

德
川
封
建
社
會
は
す
で
に
そ
.の
_

の
色
を
現
は
し
て
ゐ 

た
と
：
®
 

1
C

へ.、
未
だ
何
人
も
そ
..の
萠
壞
を
豫
想
す
る
翁
0

な
か
‘つ_た
時
代
で
あ
る
0

利
明
と
雖
も
時
代
の
兒
た
る
こ
と
に
は
變
o

が
な 

い
.。
し
が
し
そ
の
思
想
id

遙
か
.に
；時
流
.を
拔
く
も
の
で
お

つ

た0

德
川
時
代
..を
通

じ
■て 
> 
そ
の
經
濟
論
、に
特
に
異
彩
を
有
す
る
者
は
荻 

生
祖
树
と
本
多
羽
呢
^

で
あ
ら
ぅ
。.
.
.前
款
は
.む
.し
.ろ
.保
.守
的
;'
>

m

s
的
論
# ;

と
.し
て
，、
後
#

は
：進
取
的
、
.务
展
論
者
と
し
？て
、
互
に
對 

職
的
立
場
-̂
^

つ
者
で
ば
あ
る
が
’
共
に

 

.
1

家
の
見
を
樹
立
し
；た
も
の
で
.あ
る
。
.英
傑
は
英
傑
を
知
'る
も
の
か
、.利 

明
は
次
ぎ
办
姐
く
征
徕
$:
.
'評

.1

.
て
.ゐ
る
。「

治
平
以
後
：ニ
：百
年
許
り
の
內
に
を
々
■の
人
物
出
て
、
' 猿
々
の
能
技
に
志
を
立
て
.、
ホ
力
.の
そ 

を
竭
し
、
#

灰
，の
：.達
識
も
多
く
敗
た
：る
中
に

>
.
.經
濟
，に
長
じ
.た
り
と
て
世
の
賞
を
得
た
る
は
、
熊
澤
•荻
坐
の

ニ

子

の

外
な
し
、然
る
に 

H

-r

が
！i
r
ば
' 

.

.
il
l

方
の
後
を
省
き
彼
方
を
扶
：

b
、

X

彼
方
の
費
^

省
：き
此
方
を
挟
れ
：ぼ
、

.
萬
端
に
便
利
を
得
.る
故
に
終
..に
國
家
に
豐 

本
多
利.i
.
經
濟
開
發
論1
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